







































































































































































































































































































階 （stagesof psychosocial dHelopment）と呼ば
れる理論を提唱している （Erikson,1959 ; 
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遊戯期 自主性主調性 紋↓宅 且恒止唖作明
” 
竺湿S内
m 罪悪悪 時，A験F問z腔.. 署開員担嗣
目的
←ー一一一
幼児期初期 自律性 ’1"'.- 酌植作費E
3肉 信退院
恥 ‘疑惑 草間F骨骨＂＇＂制Il 
軍事 ＇＂’闘相




2 3 4 5 6 7 8 9 
禍成部位





の特徴を説明していく (Erikson, 1959 ; Erikson 
& Erikson, 1997）。エリクソンは、各段階でのと主
き生きとした関わり合い （vitalinvokement）を
強調している（Erikson& Erikson, Kivnick, 
1986) 
I段階目 ：乳児期（theperiod of infancy）では、














私が与えられる存在である。 I am what I am 
gi1・en.」
E段階目 ：幼児期初期（earlychildhood）には、
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